
平成 20 年 6 月 19 日 

各 位 

会 社 名 株式会社 ジー・モード 
代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 宮 路  武
（ＪＡＳＤＡＱコード２３３３） 
問 合 せ 先 
役職・氏名 取締役経営企画室長 善村 賢治
電 話 ０３－５３０２－０６０６ 

 
 

株式会社シーエー・モバイルとの業務提携に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、株式会社シーエー・モバイル（本社：東京都渋谷区、代表取

締役社長：外川 穣、以下、シーエー･モバイル）との間で、ゲームサイトおよびＳＮＳ(Social Network 
Service)等の共同運営に関する両社の協力関係構築に向け、業務提携に関する基本的事項について合意

した上で具体的な協議を進めることを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
１．業務提携の目的 

当社は「携帯電話ゲーム No.1 カンパニー」として 150 万人を超える公式課金会員数を有すると

ともに、モバイルのみならずあらゆるデバイスに対応可能な先端的なアプリ開発技術力を有してお

ります。一方、シーエー・モバイルは、遊べる SNS ixen（イクセン）や、モバイル無料公式ニュー

スサイト「NewsCafe」など、アクティブコミュニティーサイトの運営を通じて会員組織を有すると

ともに、モバイル広告の分野におけるリーディングカンパニーとしての経験とノウハウに加え、モ

バイルインターネットにおける卓越したメディア価値創造力を有しております。 
当社とシーエー・モバイルは、両社の強みとリソースを最大限に活用することで、新たなビジネ

スモデルの創出に取り組み、提供するコンテンツサービスの差別化と高付加価値化を図るとともに、

モバイル広告の価値向上を目指してまいります。  
 
２．業務提携の内容 

（１）両社による無料ゲームサービス、懸賞サービスおよびＳＮＳ等の「共同媒体」立ち上げと  
運営 

（２）シーエー・モバイルによる｢共同媒体｣の広告枠販売 
（３）当社が保有する人気コンテンツのライセンス供与による販路拡大 
（４）アイテム課金型など新たなビジネスモデルによるコンテンツの共同開発 
（５）両社サイト間の相互送客  
（６）シーエー･モバイル運営サイトでの当社ゲームサイトのプロモーション展開 
（７）その他両社間で協業するコンテンツビジネス 
 

３．業務提携先の概要(2008 年 3 月末現在) 

シーエー・モバイルは 2000 年 5 月にインターネット広告大手の株式会社サイバーエージェント

がモバイル専門のマーケティング会社として設立し、現在、約 830 万人の会員にモバイルライフ

を豊かにする各種サービス・コンテンツを提供しております。同社が運営するモバイル専用の SNS 

ixen(イクセン)は、日記やコミュニティ機能のほか、専用ポイントシステム「Berry」によるアバ

ターアイテムの販売や着信メロディ、デコメールなどのダウンロードサービスに加え、懸賞サー

ビスやオンライン対戦ゲームなども提供しております。さらに、総合ショッピングサイトとして

人気の「ONE☆FESTA」や、時事・速報ニュースサイトとして女性からビジネスマンまで幅広く支

持されている「NewsCafe」、プロ野球中継をほぼリアルに送る「プロ野球 TV」を始めとして、NTT

ドコモ・au・SoftBank・Willcom の公式サービスを約 150 サイト、広告メディアサービスとして約

80 サイトを企画運営しております。 



(１)商 号   株式会社シーエー・モバイル 

(２)主な事業内容 モバイル広告事業、モバイルコマース事業、モバイルコンテンツ事業 

モバイルソリューション事業、海外事業 

(３)設立年月日  2000 年 5 月 31 日 

(４)本社所在地 東京都渋谷区桜丘町 20-1 渋谷インフォスタワー 

(５)代 表 者 代表取締役社長 外川 穣 

(６)資本金の額  18 億 8,975 万円 

(７)大 株 主  株式会社サイバーエージェント      (73.94%) 

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ       ( 8.48%) 

株式会社電通ドットコム                  ( 4.24%) 

株式会社サイバー・コミュニケーションズ  ( 4.24%) 

(８)従 業 員 数   380 名[連結] 

(９)当社との関係 資本関係：該当事項なし 

人的関係：該当事項なし 

取引関係：該当事項なし 

 

４．日程 

平成 20 年 6 月 19 日  取締役会決議 

平成 20 年 6 月 19 日  業務提携基本合意書締結 

 

５．今後の見通し 

当該業務提携による業績に与える影響につきましては、今後確定次第お知らせいたします。 
 

以 上 
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